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山形県西田川郡温海町における新第三系の放射能張度について
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Abstract

　　　The　basal　parts　of　the　Miocene　sediments　here＆re　composed　of　conglomerate　of　grano－

diorite，the　pre－Tertiary　basement。

　　　These　parts　are　the　object　of　this　radiometric　survey，but　no　remarkable　anomaly・was

indicated．

　　　　　　　　要　　旨
　多少の放射能異常が朝日山塊の北東側新第三系の基底

部にみいだされているので，この調査の目的を同山塊北

西側の第三系の基底部付近の層序調査ならびに放射能強

度測定においた。

　西側地域（第1図参照）における新第三系は花南閃緑

岩を基盤とし，最下位の花闘岩質礫岩層の厚さは約250

mであるが，東側地域における最下位同質岩の厚さは約

50mにすぎない。

　それらの放射能強度は，計数比注1）で示せば，最高L4

程度で，他層の1～L3に比して放射能異常といえるも

のではなかった。

1。緒　　言

　この調査地域はウラン濃集の知られた山形県東田川郡

朝目村宇砂川5）の西約15kmに位置している．両地域の

新第三系は同一花闇閃緑岩を基盤として分布しているの

で，この調査の目的をその基底部付近の地質調査と放射

能強度測定においた。筆者は昭和38年11月および昭和40

年8月に計24目間，と之に西側地域（第1図）について

　＊燃料部
注1）　露頭における計数値を自然計数（宿舎における）

　で割った値。

は調査資料注2）に乏しいのでややくわしい調査を，東側

地域については新潟大学茅原一也助教授の資料2）3）（未公

表）を参考として主要ルートの踏査を行なった。また日

本ルーテル神学大学上野輝彌博士からは魚の化石を同定

していただき，松野久也技官から航空写真のうえから御

教示を受けた。ここに記して深く謝意を表する。

2．位置および交通

　調査区域は，山形県西田川郡温海町の大部分を占め，

東西約10km，南北約14km，面積およそ140km2の範

囲である。谷が東西に開析されて文・るので，湯温海を中

心として，山五十川一戸沢一菅野代；湯温海一一霞一温

海川多棋代一神馬沢一木野俣一越沢；鍋倉一平沢など各

部落を東西に結ぶバスが1目数回往復している。しかし

菅野代一温海川一木野俣一関川を結ぶ南北バス路線の運

行はなくやや不便である。

3．地質概説

　この地域は基盤である花崩閃緑岩類とそれを不整合に

覆う新第三紀中新世の堆積岩層およびこれらを貫く粗粒

玄武岩・石英安山岩などの火山岩からなる。

注2）　本報告書提出後，文献7）が出版されたので，

　地層名をそれに使用きれているものに統合した。
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第1図　調査地域図

基盤の花商閃緑岩類は中央部の虚空蔵山（563m）一薬

師岳（685。8m）一大畑山（616．6m）を結ぶ山地一帯，

および東部の摩耶山地（1018・7m）に広く分布する。こ

れを不整合に覆う新第三系は中新世前期に属する秋田県

男鹿半島の門前層群に対比されるいわゆる“緑色凝灰

岩”層であるが，調査地域の酉側と東側では（第1図），

その岩相・厚さを著しく異にし，また北接する清水等6）

の層序，岩相とも異なる．

　地域内の層序の概略を第3図に示す。

　3．1基盤岩
　基盤岩は中粒の角閃石黒雲母花闇閃緑岩である．一霞

　　　　　　　　かんば部落西約1・8km付近，神馬沢西約800m付近には花嵩

斑岩が分布し，摩耶山裾の越沢において採取した岩石は

石英閃緑岩にいれられるものである．

　3．2新第三系

　西側地域
　　　ひとかすみ
　3。2．1一霞層

　この地層は温海町内一霞部落東方約1・2kmにある南

の沢を模式とし，新第三系の最下部を占め，花闇閃緑岩

を不整合に覆い，下部山五十川層に移化し，約250mの

厚さを有する。本層は主として基盤岩から由来した花簡

閃緑岩質の円礫～亜円礫岩（7～20cm），およびそれら

を膠結する同質砂岩からなる。礫はときに30～80cmの

巨円礫になることがある。この地層はごつごつした山頂

を形成し，円い山頂を形成する花闘閃緑岩と較ぺて，馴

れてくると遠望して見分けできる。
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山形県西田川郡温海町における新第三系の放射能強度について（松井　寛）

図版1 一霞層下部の礫岩
（一霞部落東方約1．2km南の沢）

　　　　　　図版2　一霞層下部の露頭
　　　　　　　　　　（一霞部落の北，宮下橋傍）
　　　　　　　　　　ぐ長四角状の礫がみえる）

基底部は戸沢部落南r西方の2地点（213，263）におい

てよく観察できる。基底部と基盤岩との移り変りは，一

見整合に移化するようにみえ区別しにくい。いわゆる不

整合面，基底礫岩層は認められない（第4図）。すなわ

ち，不整合近くでは，基底部は赫紫色や緑色～青緑色を

呈する泥質岩からなり，しだいに上位にぼつぼつと基盤

岩から由来した小亜角礫～円礫を含む。不整合近くから

60～70m上位で，はじめて普通にみられる前述の礫岩と

なる。一霞部落東方付近において，基盤が窓となつて露

出するところでは，この基底部の厚さは5～30mであ
る。

　本層は一霞から山五十川にかけて分布する．
　　　　　やまい　らかわ
　3．2．2　下部山五十川層

　この地層は温海町内一霞部落北方，温海岳東方の谷を

模式とし，下位の一霞層から漸移し，上位の下部山五十

川層に移化し，その厚さ約250mである。本層はぎつし

りっまった花闘閃緑岩・黒雲母石英斑岩・黒雲母石英閃

緑岩・角閃石黒雲母石英閃緑岩などの角礫からなり，な

かには長四角状のものも多V・．礫の大きさは10×20cm

～20×30cm以下であるが，なかには60×80cmに達す

るのもある。

　一霞部落から山五牙州部落にかけて分布するが，山五

十川部落の北方の谷では緑色凝灰岩（厚さ3～4m以

内），あるいは緑色砂岩を挾有し，またこれらと互層す

る．礫の大きさも一霞付近に較ぺて小さく10×20cm以

下，礫種もまれではあるが白色の流紋岩礫を含む。
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図版3 雷　層　の　基　底　礫　岩
（関川部落東約1．5kmの本支流合流点近傍）
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第3図地質柱状図

　　　　　　やまい　らかわ
　3・23上部山五十川層

　この地層は温海町内一霞部落北方，温海岳東方の谷を

模式とし，下部山五十川層から漸移し，上位の温海岳層

とはこの区域では断層で接し，約150～250mの厚さを

有する。

　本層のド部は，花崩閃緑岩質角礫岩のなかに砂岩を挾

有し，しだいに礫岩・砂岩互層し，上部は砂岩主とな

り，礫岩あるいは礫質砂岩を挾む。礫岩は亜角礫からな

るが，まれに円礫（150cm以下）からなる。砂岩は新鮮

な面では青色を呈し，炭質物の縞を挾有する。礫質砂岩
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第4図　　戸沢南西方214地点（第2図参照）の
　　　一霞層基底部柱状図白い部分は赫紫色

　　　や緑青色～青緑色の泥質岩

は小豆大～大豆大の角礫を含み，うすい泥岩を挾む。

　一霞層上部と下部との区別は，一霞部落では明瞭であ

るが，山五十川部落では一霞層下部においても砂岩を挾

むようになるためはっきりしなくなる。
　　　あつみだけ3・2・4温海岳層

　とくに鍋倉～峠野山付近の本層を調査したのは，文献

1）によると，基底礫岩層に塗色されていたためであ

る。

西田・茅原7）はこの地層の模式地を湯温海一一霞間の

道路沿いの露頭とした．本層は主として緑色安山岩質角

礫凝灰岩・緑色凝灰岩および安山岩熔岩からなり，黒色

硬質頁岩・黒色砂礫岩・粗面岩・堅硬角礫凝灰岩などを

挾有する．この地層は鍋倉付近では基盤岩と正断層関係

にあり，峠野山～神馬沢では上・下部山五十川層，一霞

層の大部分を欠いて基盤岩にoverlapしている．神馬沢

部落の西の大崖においては，一霞層の基底部を認めた。

また温海岳北方から山五十川部落にかけては，上部山五

十川層とは断層関係にあるものと推定される．

　この地層の厚さ，また上位層との関係などは調査不充

分のため省略する．

注3）　自動車でゆくことができる。

東側地域

　この地域の地質にっいては，茅原一也の未公表資料が

あるので，その資料3）によつて簡記し，わずかの知見を

加える。

　　　　　　　　かみごう　この地域の新第三系は上郷層群に一括され，下位より
　　　いかずち　　　　　　　き　のまた　　　　　　すがのだい
上位へ　1）雷層，2）木野俣層，3）菅野代層に区分さ

れる。

　　　いかずち
3．2．5雷層

　この地層は主として安山岩質～石英安山岩質角礫凝灰

岩と硬質頁岩の互層からなる。筆者は北俣川（地点98）

の板状剥離性の暗灰色硬質頁岩のなかから，魚の化石

丁8κ加プ痂3挽r瓶n64α6（スズキ目，スズキ科）を採集

した。

調査の主眼とした花闘閃緑岩質基底礫岩は関川部落東

約1，5kmの本支流合流点付近にみられる．すなわち基

盤の花嵐閃緑岩を不整合に被覆して30《・80cmの花嵩閃

緑岩の亜角礫～角礫からなる。

温海川部落南東約3．3kmの林道注3）（新道）では50

cmの円礫からなる．北俣川では基盤岩の上に炭質物を

含む花歯岩質粗粒砂岩がくる。姐沢では基底礫岩あるい

は砂岩は観察できなかつた。この基底部の岩相は，西側

の一霞層の岩相に対比されるが，厚さはきわめて薄く約

50mにすぎない。

　　　き　のまた
3・2・6木野俣層

　この地層の下部は角礫凝灰岩と頁岩の互層からなり，

その上位に顕著な流紋岩質凝灰角礫岩層が介在する。中

部は頁岩と砂岩の互層からなり，流紋岩質凝灰岩を頻繁

に挾有する。上部は礫岩，砂岩の互層，および頁岩と角

礫凝灰岩の互層からなる。

　　　すがのだい
3・2・7菅野代層

　この地層は玄武岩質の熔岩および火山砕屑岩からな

り，黒色頁岩を伴う．

3．2．8貫入岩
変質安山岩の岩脈が花闇閃緑岩の所々にみられ，粗粒

玄武岩は雷層～菅野代層のすべてのなかに貫入してい

る。南俣では石英安山岩が貫入し，大滝注4）を形成して

V・る。

菟　地質構造

東側地域においては，花嵩閃緑岩が各漢谷に窓となっ

て露出し，全体として北へ沈降している．新第三系は温

海川谷の北側と南側では薄く饅頭の皮のように基盤の上

にのり，他の沢では基盤を核心とする背斜構造を呈して

注4）　高き約10mであるが，簡単には捲くことができ

　ない。
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図版4 木野俣部落の北，旧道傍の逆断層
　　　A．　花闘閃緑岩一　’』
　　　B．　圧　　砕　一帯
　　　C．　木野俣層の頁岩

　　　（断層面NW78。，N落ち530）
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　　第5図　羽前水沢付近放射能強度測定コース（茅原一也原図）

V・る。すなわち基盤の西側では走向N20～40。E，北西

へ20・り50。傾斜し，花商閃緑岩とは西縁において逆断層

の関係にある．基盤の東側では走向N10ハ》30。W，北東

へ10～35。傾斜し，摩耶山体の花闘閃緑岩とは正断層で

接する．

　西縁の逆断層の露頭は木野俣部落から温海川部落に通

ずる旧道（調査当時拡張工事中）において観察されたも

（図版4）また東縁の正断層は関川部落東方約2kmの

地点におV・て，（断層面NE25。，70。W落ち，酉側緑色

凝灰岩，東側花嵩閃緑岩）観察される。

　西側地域においては，新第三系は基盤の上に不整合に

のり，走向N3q。E，北西へ15～50。傾斜し，西縁に近

く山五十川から温海岳東方にかけて東へ40～60。傾斜し

向斜構造を形成している。西縁に温海岳東より神馬沢に

かけては南オb性の逆断層が推定される。温海岳東方がら

山五十川にかけては，温海岳層と上部山五十川層との間
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に正断層が推定されるが確認していない．

5．地層の放射能強度

一霞層基底部，雷層の基底部を中心に，各地層の自然

露頭における放射能強度をTCS－121型シンチレーショ

ン・サーべ一メーターによつて測定した．各岩石の放射

能強度をまとめると次のようである．

西側地域

　　　　　　　　　　　　　　　μr／h
沖積段丘層礫・砂および粘土

　　　　　粗面岩
　　　　　玄武岩
　　　　　流紋岩
　　　　　安山岩岩脈

温海岳層

硬質頁岩

緑色凝灰岩

砂礫岩

安山岩

堅硬角礫凝灰岩

緑色角礫凝灰岩

上部山五十川層　砂岩

下部山五十川層　角礫状礫岩

一箋底，，星／灘欝岩

　　　　　花嵩斑岩（東西両域共通）

　基　盤　　花嵩閃緑岩
東側地域

　　　　　粗粒玄武岩
　　　　　石英安山岩

菅野代層麗騨岩

木野俣層

雷

10

10

10

10～11

8～9
11

9～11
11

8～9
10

10～11

10～12

10～13

10～14

10～14

11～12

10～14

9

8～9

7～9

9～10
頁岩中に挾まれた緑色凝灰岩10

緑色凝灰岩・頁岩互層　　9～10

流紋岩質角礫凝灰岩　　　9～10

ボ｛馨炭轡棄

以上のように調査地域内の露頭においては，目的とし

た一霞層基底部，雷層基底部は他層とほぼ同様で，顕著

な放射能異常を認めなかつた．

なお，調査区域外であるが，羽前水沢駅南600m，国

道南側の大露頭における硬質頁岩は26～30μr／h　を示

し，今回の調査におけるもつとも高い値を示したが，付

近の頁岩は10’一12μr／h程度にすぎなかつた。この地点

から湯田川を経て金峯山下に至るコースでは（第5図），

各地層の強度は8｛’12μr／hで，とくに異常はなかつた。

6．結　論
一霞層基底部，雷層基底部は花嵩岩質物質にとみ，含

ウラン母層としての条件を一応具備しているようにみう

けられたが，調査の結果からは顕著な放射能強度の異常

を有しなかつた。（昭和41年7月稿）
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